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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第17期

第３四半期連結
累計期間

第18期
第３四半期連結
累計期間

第17期
第３四半期連結
会計期間

第18期
第３四半期連結
会計期間

第17期

会計期間

自　平成20年
４月１日

至　平成20年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成20年
10月１日

至　平成20年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成20年
４月１日

至　平成21年
３月31日

売上高 (千円) 6,566,9784,041,9462,274,3871,321,9147,991,854
経常利益又は損失(△) (千円) 20,943 △61,040 △ 633 △58,975　 25,675　
四半期(当期)純損失(△)(千円) △ 681,113△6,620　 △ 69,748△34,326　 △1,079,545
純資産額 (千円) ― ― 3,151,0722,852,5372,610,753
総資産額 (千円) ― ― 13,009,16311,698,08411,950,501
１株当たり純資産額 (円) ― ― 201,346.51145,609.15166,821.31
１株当たり四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △ 43,521.62△409.68　 △ 4,456.80△1,998.26　 △68,980.55

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― －

自己資本比率 (％) ― ― 24.2 24.1 21.8
営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 816,217△123,982 ― ― 802,800

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,015,845401,440 ― ― 2,003,383　

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,511,605△79,651　 ― ― △3,684,665

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 617,072598,944　 404,905

従業員数 (名) ― ― 42 37 41

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

(1) 事業の内容の重要な変更

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更ありません。

　

(2) 主要な関係会社の異動

　  不動産賃貸関連事業

　平成21年11月12日付で米国内においてAlmadenⅡビルを所有・販売する目的でSJ AlmadenⅡ,Inc.（米国カリフォ

ルニア州）を設立し、新たに連結子会社となりました。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。　

　名　称 住　所
　資本金または出

資金
主要な事業の内

容　

議決権の所有
(被所有)割合 　

関係内容　所有割合

 （％）

被所有割合

(％）

(連結子会社) 　 　 　 　 　 　

SJ AlmadenⅡ,Inc.

米国
カリフォルニア州
サンフランシスコ市
　

1,162千USドル　
　

不動産賃貸関
連事業

　100.0 － －　

(注) １　主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。　

２　有価証券届出書または有価証券報告書を提出している会社はありません。

３　特定子会社に該当する会社はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1）連結会社における状況

　 平成21年12月31日現在　

従業員数(名) 37〔４〕 　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。

４　在外連結子会社では、業務を専門家に委託しているため、従業員はおりません。

　

(2）提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在　

従業員数(名) 37〔４〕 　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

　

(2）受注実績

　該当事項はありません。

　

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日)における販売実績を事業の種類別セグメント

ごとに示すと、次のとおりであります。

　
事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

不動産賃貸関連事業 1,314,777 △18.8
その他事業 7,136 620.9

合計 1,321,914 △41.9

　(注) １　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変化はありません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約は行われておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

 4/28



４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、昨年来の経済環境の悪化は回復基調にはほど遠く消費者の節

約志向等による消費の低迷は生産・流通業界にとっては依然厳しい状況にあり企業に一層の努力が求められる環境

にあります。

　当社グループが主たる事業とする不動産賃貸業も、国内物流量の全般的な減少により倉庫の需要は減少傾向に歯止

めがかからず、販売業においても不採算店舗の撤退等かつてない厳しい状況にあります。

　このような状況下で、新規テナント誘致に向けた営業強化はもとより、既存物件においては管理コストの削減等、収

益力の強化に取り組む一方、不動産管理に関するノウハウを活かしたフィービジネス業務への取り組み等新たな分野

にも活路を見出しております。

　その結果、当社グループの連結業績は売上高で前年同四半期比41.9％減収の1,321,914千円、営業損失は4,981千円

（前年同四半期は営業利益104,501千円）、経常損失は58,975千円（前年同四半期も経常損失633千円）、四半期純損

失は34,326千円(前年同四半期も四半期純損失69,748千円)となりました。

　また、事業の種類別セグメントにおける「自動車販売関連事業」は、その事業主体であった連結子会社（株式会社

シュテルン武蔵野）を前連結会計年度中に売却したことにより、セグメントを削除しております。

　

　事業の業績を示すと、次の通りであります。

　

(不動産賃貸関連事業)

　不動産賃貸関連事業は、特定目的会社ＬＣ１が連結子会社から外れたこと並びに中小規模の倉庫物件の解約が発生

しました。

　その結果、売上高は前年同四半期比18.8％減収の1,314,777千円、営業利益は前年同四半期比86.4％減益の15,308千

円となりました。

　

(その他事業)

　その他事業は、新たに取り組んできましたプール事業等、工事の受注が数件実現できましたが、まだまだ発展途上の

位置づけにあり、収益計上は小規模なものにとどまっております。

　その結果、売上高は7,136千円、営業損失は5,325千円となりました。
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(2)財政状態の分析

①資産の状況

　流動資産は前連結会計年度末に比べて42.2％増加し、1,320,755千円となりました。これは現金及び預金が184,099千

円、販売用不動産が68,483千円、前渡金(その他)が131,590千円増加したことが主な要因であります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べて5.8％減少し、10,377,329千円となりました。

　この結果総資産は前連結会計年度末に比べて2.1％減少し、11,698,084千円となりました。

　

②負債の状況

　流動負債は前連結会計年度末に比べて9.1％増加し、2,477,713千円となりました。これは１年内返済予定の長期借入

金の111,770千円の減少があった一方で、短期借入金が233,500千円、１年内償還予定の社債が100,000千円増加したこ

と等によります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べて9.9％減少し、6,367,834千円となりました。これは社債が179,000千円、長期借

入金が369,692千円減少したこと等によります。

　この結果負債合計は前連結会計年度末に比べて5.3％減少し、8,845,547千円となりました。

　

③純資産の状況

　純資産合計は前連結会計年度末に比べて9.3％増加し、2,852,537千円となりました。これは第三者割当増資により、

資本金及び資本剰余金がそれぞれ108,176千円増加したことによります。

　　　

　(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による減少60,528

千円、投資活動による減少34,477千円がありましたが、財務活動による増加231,283千円があった結果125,437千円の

資金の増加となり、当第３四半期連結会計期間末残高は598,944千円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの要因は次のとおりであり、いずれも

第３四半期連結会計期間ベースで記載しております。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)　

営業活動の結果、使用した資金は60,528千円であり、前年同四半期と比べ363,786千円の減少となりました。これは

主に減価償却費82,499千円の増加があった一方、前渡金の増減額163,540千円による減少があったことによるもので

あります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　

投資活動の結果、使用した資金は34,477千円であり、前年同四半期と比べ1,284,280千円の減少となりました。これ

は主に有形固定資産の取得による支出28,068千円があったことによるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)　

財務活動の結果、増加した資金は231,283千円であり、前年同四半期と比べ59,281千円の減少となりました。これは

主に株式の発行による収入240,389千円があったことによるものであります。

　

　　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。
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第３ 【設備の状況】

　

(1）主要な設備の状況

1.提出会社

　当第３四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

2.国内子会社

　当第３四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

3.在外子会社

　当第３四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　
種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 56,900
計 56,900

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,350 19,350

大阪証券取引所
（ニッポン・ニュー
・マーケット－「ヘ
ラクレス」）

単元株制度を採用
しておりません。

　

計 19,350 19,350 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。.

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年11月24日　(注) 3,700 19,350 108,176794,176108,176757,116

(注)　有償第三者割当

発行価格    216,353千円

資本組入額　108,176千円

割当先　 　 Prospect Japan Fund Limited

　　　　　　フィンテック　グローバル投資事業有限責任組合第12号

　　　　　　日本千博株式会社 

(5) 【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、Prospect Asset Management, Inc.から平成21年11月27日付けの大量保有報告書の

写しの送付があり、平成21年11月24日現在で2,000株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内

容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　なお、Prospect Asset Management, Inc.の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　　Prospect Asset Management, Inc.

住所　　　　　　6700 Kalanianao Hwy, Suite 122, Honolulu HI 96825 U.S.A.

保有株券等の数  株式　2,000株

株券等保有割合　10.34％
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(6) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

　 平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ― ― ―
議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―
議決権制限株式(その他) ― ― ―
完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―
完全議決権株式(その他) 普通株式　 15,650 15,650 ―
単元未満株式 ― ― ―
発行済株式総数 15,650 ― ―
総株主の議決権 ― 15,650 ―

　

② 【自己株式等】

　 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―
計 ― ― ― ― ―
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
4月

　
5月

　
6月

　
7月

　
8月

　
9月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 78,00099,00087,00082,30066,10062,50066,00064,00060,400
最低(円) 56,70059,50073,80046,70050,50057,50059,80056,50049,100

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所（ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」）におけるものでありま

す。

　

３ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

　

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成

20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 699,004 514,905

受取手形及び売掛金 30,936 17,186

有価証券 － 2,169

原材料及び貯蔵品 100 179

販売用不動産 68,483 －

繰延税金資産 33,508 33,690

その他 494,967 363,377

貸倒引当金 △6,245 △2,831

流動資産合計 1,320,755 928,676

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,935,482

※1
 4,184,332

土地 2,098,883 2,487,800

建設仮勘定 45,744 45,744

その他（純額） ※1
 5,816

※1
 7,520

有形固定資産合計 6,085,927 6,725,397

無形固定資産

借地権 417,229 437,161

のれん 17,876 31,569

その他 2,520 2,603

無形固定資産合計 437,626 471,334

投資その他の資産

投資有価証券 52,625 39,676

長期貸付金 363,505 366,924

繰延税金資産 85,953 85,520

敷金及び保証金 2,899,521 2,868,691

投資不動産 62,784 63,355

その他 389,384 400,923

投資その他の資産合計 3,853,775 3,825,092

固定資産合計 10,377,329 11,021,824

資産合計 11,698,084 11,950,501
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,445 18,131

短期借入金 533,500 300,000

1年内返済予定の長期借入金 1,193,113 1,304,884

1年内償還予定の社債 198,000 98,000

未払法人税等 3,381 2,221

賞与引当金 10,707 28,000

その他 525,566 520,450

流動負債合計 2,477,713 2,271,688

固定負債

社債 556,000 735,000

長期借入金 2,583,944 2,953,636

長期預り敷金保証金 3,029,523 3,164,256

その他 198,365 215,166

固定負債合計 6,367,834 7,068,059

負債合計 8,845,547 9,339,747

純資産の部

株主資本

資本金 794,176 686,000

資本剰余金 757,116 648,939

利益剰余金 1,530,962 1,537,583

株主資本合計 3,082,256 2,872,523

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △529 △2,891

為替換算調整勘定 △264,189 △258,877

評価・換算差額等合計 △264,719 △261,769

少数株主持分 35,000 －

純資産合計 2,852,537 2,610,753

負債純資産合計 11,698,084 11,950,501
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 6,566,978 4,041,946

売上原価 5,254,038 3,441,014

売上総利益 1,312,940 600,931

販売費及び一般管理費 ※1
 896,901

※1
 559,741

営業利益 416,038 41,190

営業外収益

受取利息 8,882 11,606

受取配当金 1,856 691

有価証券利息 2,038 433

有価証券評価益 － 9,873

持分法による投資利益 66,284 －

負ののれん償却額 24,857 －

違約金収入 － 35,587

その他 26,896 13,037

営業外収益合計 130,815 71,231

営業外費用

支払利息 399,127 157,476

社債発行費償却 14,068 －

資金調達費用 71,900 －

新株発行費償却 － 10,964

投資有価証券評価損 29,069 －

持分法による投資損失 － 2,085

その他 11,746 2,935

営業外費用合計 525,911 173,462

経常利益又は経常損失（△） 20,943 △61,040

特別利益

固定資産売却益 33,431 838

保険解約返戻金 12,699 －

子会社株式売却益 148,010 －

受取保険金 3,384 －

受取和解金 2,108 6,500

その他 1,721 1,550

特別利益合計 201,355 8,889

特別損失

前期損益修正損 679 －

固定資産売却損 1,193 －

固定資産除却損 10,134 431

投資有価証券評価損 7,364 －

減損損失 553,795 －

事業撤退損 202,029 －

関係会社支援損 10,000 －

特別損失合計 785,195 431

税金等調整前四半期純損失（△） △562,896 △52,582

法人税等 ※2
 68,466

※2
 △45,961

少数株主利益 49,750 －

四半期純損失（△） △681,113 △6,620
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 2,274,387 1,321,914

売上原価 1,813,390 1,135,734

売上総利益 460,996 186,179

販売費及び一般管理費 ※1
 356,494

※1
 191,161

営業利益又は営業損失（△） 104,501 △4,981

営業外収益

受取利息 3,662 3,806

受取配当金 315 241

有価証券利息 － 399

有価証券評価益 － 1,889

負ののれん償却額 8,285 －

違約金収入 － 1,720

その他 13,740 1,150

営業外収益合計 26,004 9,207

営業外費用

支払利息 103,243 48,894

資金調達費用 5,400 －

新株発行費償却 － 10,964

投資有価証券評価損 17,204 －

持分法による投資損失 829 588

その他 4,461 2,753

営業外費用合計 131,139 63,200

経常損失（△） △633 △58,975

特別利益

固定資産売却益 220 －

保険解約返戻金 6,671 －

子会社株式売却益 148,010 －

賞与引当金戻入額 － 20,543

受取保険金 3,384 －

受取和解金 16 －

その他 8,194 505

特別利益合計 166,498 21,048

特別損失

前期損益修正損 679 －

固定資産売却損 1,193 －

固定資産除却損 10,134 351

投資有価証券評価損 7,364 －

事業撤退損 202,029 －

関係会社支援損 10,000 －

特別損失合計 231,400 351

税金等調整前四半期純損失（△） △65,535 △38,278

法人税等 ※2
 △5,728

※2
 △3,952

少数株主利益 9,942 －

四半期純損失（△） △69,748 △34,326
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △562,896 △52,582

減価償却費 333,812 250,462

引当金の増減額（△は減少） 6,305 △13,878

受取利息及び受取配当金 △12,776 △12,732

支払利息 399,127 157,476

新株発行費償却 － 10,964

固定資産売却損益（△は益） △32,238 △838

減損損失 553,795 －

たな卸資産の増減額（△は増加） 163,760 △68,403

前渡金の増減額（△は増加） － △163,540

仕入債務の増減額（△は減少） △21,490 △5,219

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △106,937 △32,156

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 199,004 △147,579

未収消費税等の増減額（△は増加） 215,628 49,981

その他 180,201 △9,543

小計 1,315,296 △37,589

利息及び配当金の受取額 △21,521 10,688

利息の支払額 △412,898 △144,237

役員退職慰労金の支払額 △42,330 －

法人税等の支払額 △22,330 47,156

営業活動によるキャッシュ・フロー 816,217 △123,982

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △75,977 －

投資有価証券の売却による収入 161,619 －

投資有価証券の償還による収入 10,000 3,811

有形固定資産の取得による支出 △2,386,288 △71,383

有形固定資産の売却による収入 3,668,260 459,001

匿名組合出資金の払戻による収入 151,227 －

信託受益権の売却による収入 682,069 －

貸付けによる支出 △373,019 －

貸付金の回収による収入 1,755 3,236

その他 176,198 6,774

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,015,845 401,440

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,052,426 233,500

長期借入れによる収入 2,356,952 200,000

長期借入金の返済による支出 △1,754,538 △674,540

社債の発行による収入 185,931 －

社債の償還による支出 △129,000 △79,000

株式の発行による収入 － 240,389

配当金の支払額 △118,524 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,511,605 △79,651

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30,136 △3,767

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △709,678 194,039

現金及び現金同等物の期首残高 1,326,751 404,905

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 617,072

※1
 598,944
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【継続企業の前提に関する事項】

　

当第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)

  該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１　連結の範囲に関する事項の変更

(1)連結の範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間より株式会社ＬＣパートナーズを、当第３四半期連結会計期間より

SJ AlmadenⅡ,Inc.(米国カリフォルニア州)を、新たに設立したため連結の範囲に含めております。

　

(2)変更後の連結子会社の数

6社

　

２　会計処理基準に関する事項の変更

(1)完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した

工事契約から、進捗部分についての成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積

もりは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

　なお、当該会計基準に該当する工事契約はありませんでした。 

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１　税金費用の計算

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　 　
※１ 建物及び構築物の減価償却累計額 2,383,343千円

　 その他の減価償却累計額 9,080千円

※１ 建物及び構築物の減価償却累計額 2,168,160千円

　 その他の減価償却累計額 6,767千円

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）
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前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の内訳 ※１　販売費及び一般管理費の内訳

販売手数料 13,914千円

貸倒引当金繰入額 9,532千円

役員報酬 108,456千円

給与手当 237,167千円

賞与手当 29,839千円

賞与引当金繰入額 26,301千円

退職給付費用 20,067千円

福利厚生費 55,177千円

賃借料 61,077千円

減価償却費 18,016千円

支払報酬 38,332千円

支払手数料 60,681千円

のれん償却額 43,240千円

その他 175,096千円

販売手数料 －千円

貸倒引当金繰入額 3,414千円

役員報酬 91,456千円

給与手当 170,040千円

賞与手当 22,125千円

賞与引当金繰入額 10,707千円

退職給付費用 15,178千円

福利厚生費 30,856千円

賃借料 42,305千円

減価償却費 6,887千円

支払報酬 42,425千円

支払手数料 38,161千円

のれん償却額 14,108千円

その他 72,074千円

※２ 法人税等の表示方法

　　 「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」

を「法人税等」として一括掲記しております。

※２ 法人税等の表示方法

　　 「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」、「法人税等還付税額」を「法人税等」として一

括掲記しております。

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　 　
※１　販売費及び一般管理費の内訳 ※１　販売費及び一般管理費の内訳

販売手数料 5,956千円

貸倒引当金繰入額 13,247千円

役員報酬 35,175千円

給与手当 92,154千円

賞与手当 25,068千円

退職給付費用 7,012千円

福利厚生費 21,718千円

賃借料 21,677千円

減価償却費 7,577千円

支払報酬 13,078千円

支払手数料 15,359千円

のれん償却額 10,236千円

その他 88,232千円

販売手数料 －千円

貸倒引当金繰入額 625千円

役員報酬 30,949千円

給与手当 54,026千円

賞与手当 22,125千円

退職給付費用 4,394千円

福利厚生費 9,786千円

賃借料 14,096千円

減価償却費 2,382千円

支払報酬 14,071千円

支払手数料 9,941千円

のれん償却額 4,598千円

その他 24,162千円

※２ 法人税等の表示方法

     「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」を「法人税等」として一括掲記しております。

※２ 法人税等の表示方法

     「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」を「法人税等」として一括掲記しております。

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

18/28



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 717,072千円

預入期間が３か月超の定期預金及び

定期積金
△100,000千円

現金及び現金同等物 617,072千円
　

現金及び預金勘定 699,004千円

預入期間が３か月超の定期預金及び

定期積金
△100,059千円

現金及び現金同等物 598,944千円
　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年

12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

　

普通株式(株) 19,350　

　

２　自己株式に関する事項

　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、平成21年11月24日付けで、Prospect Japan Fund Limited、フィンテック グローバル投資事業有限

責任組合第12号、及び日本千博株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、資本金が108,176千

円、資本剰余金が108,176千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が794,176千円、資本剰余金

が757,116千円となっております。

　なお、第４提出会社の状況　１株式等の状況　(5)大株主の状況に記載しております、Prospect Asset Management,

Inc.は、Prospect Japan Fund Limitedの運用会社であります。　

　

EDINET提出書類

株式会社ロジコム(E04034)

四半期報告書

19/28



(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

(デリバティブ取引関係)

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
不動産賃貸
関連事業
（千円）

自動車販売
関連事業
（千円）

その他
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 1,618,896654,5019902,274,387 ─ 2,274,387
(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

900 ─ ─ 900 (900) ─

計 1,619,796654,5019902,275,287(900) 2,274,387
営業利益又は営業損失(△) 112,578 15,067△ 1,724125,921(21,419) 104,501

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

     ２　各事業の主な内容

      (1)不動産賃貸関連事業 ・・・・ 倉庫、店舗、駐車場等のサブリース

(2)自動車販売関連事業 ・・・・ 自動車販売及び修理

(3)その他事業 　　　　・・・・ 家具インテリア用品輸入販売等 

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　全セグメント売上高の合計、営業損失の合計額に占める不動産賃貸関連事業の割合がいずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
不動産賃貸
関連事業
（千円）

自動車販売
関連事業
（千円）

その他
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 4,787,1431,777,8551,9806,566,978 ─ 6,566,978
(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

2,100 ─ ─ 2,100(2,100) ─

計 4,789,2431,777,8551,9806,569,078(2,100) 6,566,978
営業利益又は営業損失(△) 399,157 98,226△ 3,133494,250(78,211) 416,038

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

     ２　各事業の主な内容

      (1)不動産賃貸関連事業 ・・・・ 倉庫、店舗、駐車場等のサブリース

(2)自動車販売関連事業 ・・・・ 自動車販売及び修理

(3)その他事業 　　　　・・・・ 家具インテリア用品輸入販売等

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　全セグメント売上高の合計、営業利益の合計額に占める不動産賃貸関連事業の割合がいずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。　
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 2,186,29688,0902,274,387 ─ 2,274,387
(2）セグメント間の内部売上高又は振
替高

─ ─ ─ ─ ─

計 2,186,29688,0902,274,387 ─ 2,274,387
営業利益 107,469 17,551 125,021(20,519) 104,501

(注) 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 1,251,81070,1031,321,914 ─ 1,321,914
(2）セグメント間の内部売上高又は振
替高

─ ─ ─ ─ ─

計 1,251,81070,1031,321,914 ─ 1,321,914
営業利益又は営業損失(△) 2,411 7,571 9,982 (14,964) △4,981

(注) 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 6,324,623242,3546,566,978 ─ 6,566,978
(2）セグメント間の内部売上高又は振
替高

─ ─ ─ ─ ─

計 6,324,623242,3546,566,978 ─ 6,566,978
営業利益 468,767 23,383 492,150(76,111) 416,038

(注) 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　
(1）外部顧客に対する売上高 3,808,006233,9404,041,946 ─ 4,041,946
(2）セグメント間の内部売上高又は振
替高

─ ─ ─ ─ ─

計 3,808,006233,9404,041,946 ─ 4,041,946
営業利益 47,159 42,231 89,391 (48,200) 41,190

(注) 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
　 　 米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 88,090 88,090
Ⅱ　連結売上高 (千円) 　 2,274,387
Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 3.9 3.9

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
　 　 米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 70,103 70,103
Ⅱ　連結売上高 (千円) 　 1,321,914
Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 5.3 5.3

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
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２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
　 　 米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 242,354 242,354
Ⅱ　連結売上高 (千円) 　 6,566,978
Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 3.7 3.7

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
　 　 米国 計

Ⅰ　海外売上高 (千円) 233,940 233,940
Ⅱ　連結売上高 (千円) 　 4,041,946
Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 (％) 5.8 5.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　

145,609円 15銭
　

　

166,821円 31銭
　

(注) １株当たり四半期純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額(千円) 2,852,537 2,610,753
純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 35,000 ─
普通株式に係る四半期末(期末)純資産額(千円) 2,817,537 2,610,753
１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期末(期末)の普通株式数(株)

19,350 15,650

　

２　１株当たり四半期純損失金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 43,521円62銭 １株当たり四半期純損失金額 409円68銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 681,113 6,620
普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─
普通株式に係る四半期純損失(千円) 681,113 6,620
普通株式の期中平均株式数(株) 15,650 16,161

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 4,456円80銭 １株当たり四半期純損失金額 1,998円26銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 69,748 34,326
普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─
普通株式に係る四半期純損失(千円) 69,748 34,326
普通株式の期中平均株式数(株) 15,650 17,178
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社ロジコム

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 福　島　正　己　　　印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 法　木　右　近　　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ロジコムの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から

平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジコム及び連結子会社の

平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結

累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社ロジコム

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 福　島　正　己　　　印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 田　中　優　一　　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ロジコムの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジコム及び連結子会社の

平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結

累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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